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今
回
、「
け
ん
ぽ
モ
リ
ナ
ガ
」の
臨
時
号
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
当
健
康
保
険
組
合
は
財
政
上
支
出
の
増
加（
納
付
金
や
医
療
費
等
）に
よ
り
、

大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
財
政
健
全
化
検
討
委
員
会
＊
を
開
催
し
、

理
事
長
へ
答
申
し
た
内
容
を
ご
報
告
し
ま
す
。

最
終
的
な
決
定
は
、
平
成
23
年
2
月
に
開
催
さ
れ
る
第
１
９
１
回
組
合
会
で
決
定
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

森
永
健
康
保
険
組
合

＊
当
健
康
保
険
組
合
で
は
、
別
途
積
立
金
が
2
年
後
に
枯
渇
す
る
場
合
、
財
政
健
全
化
検
討

　
委
員
会
を
設
置
・
開
催
す
る
こ
と
が
理
事
会
・
組
合
会
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

緊
急
特
集

被
保
険
者
・
ご
家
族
の
み
な
さ
ま
へ
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全
国
の
健
保
組
合
を

取
り
巻
く
状
況

●
健
保
組
合
が
負
担
す
る

　

高
齢
者
の
医
療
を

　

支
え
る
た
め
の
費
用
が

　

年
々
増
加

　

高
齢
者
の
う
ち
65
～
74

歳
は
前
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
、
75
歳
以
上
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に

は
高
齢
者
全
体
の
医
療
費

を
ま
か
な
う
だ
け
の
お
金

が
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

健
保
組
合
な
ど
他
の
医
療

保
険
制
度
か
ら
も
お
金
を

出
し
て
不
足
分
を
補
っ
て

い
ま
す
。

　
医
療
費
が
増
加
し
続
け
る
一
方
で
、
不
景
気
に
よ
る
収
入
の
落
ち
込
み

で
、
全
国
の
健
保
組
合
は
大
ピ
ン
チ
を
迎
え
て
い
ま
す
。
多
額
の
赤
字
を

解
消
す
る
た
め
に
、
支
出
を
増
や
さ
な
い
努
力
な
ら
び
に
最
後
の
手
段
で

あ
る
、
健
康
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
ま
で
追
い

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

高齢者
21.5％

（2,746万人）

高齢者の医療費
52.0％

（17兆7,439億円）

総人口
1億2,777万人

国民医療費
34兆1,360万円

●
全
国
に
あ
る
１
４
５
９
の

　

健
保
組
合
の
う
ち
、

　

約
９
割
が
赤
字

　

平
成
22
年
度
全
国
の
健
保
組
合
の
赤
字

総
額
は
、
過
去
最
悪
の
6
６
０
５
億
円
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
各
健
保
組
合
は
収

入
を
確
保
す
る
た
め
、
健
康
保
険
料
を
引

き
上
げ
る
か
ど
う
か
の
決
断
を
迫
ら
れ
ま

し
た
。

①
経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
り
、
従
業
員
数

や
所
得
が
減
っ
て
、
健
康
保
険
料
収
入

が
ダ
ウ
ン

②
医
療
技
術
の
高
度
化
や
、
生
活
習
慣
病

な
ど
多
額
の
医
療
費
を
必
要
と
す
る
病

気
が
増
え
、
医
療
費
が
ア
ッ
プ

③
高
齢
者
の
増
加
に
よ
り
、
高
齢
者
の
医

療
を
支
え
る
た
め
の
支
出
が
ア
ッ
プ
。

高
齢
者
の
医
療
費
を
支
え
る
た
め
の
支

出
は
、
健
康
保
険
料
収
入
の
43
・
6
％

	

（
平
成
22
年
度　

予
算
早
期
推
計　

健
保
連
調
べ
）

●
赤
字
の
原
因
は
、

　

収
入
が
減
っ
て
支
出
が
増
え
て
い
る
か
ら

赤字90％

黒字10％

赤
字
の
原
因

65歳 未 満 の１
人当たり医療費
は 年 間 で16万
3,000円ですが、
65歳以上は64
万6,000円もか
かっています。

■全国の健保組合の財政状況
　（平成22年度　予算早期推計　健保連調べ）

■総人口に占める高齢者の割合
　（平成20年度版　高齢社会白書より）

■国民医療費に占める高齢者の医療費の割合
　（平成19年度　国民医療費の概況より）

健保組合にとって
は、高齢者の医療
を支えるための支
出が特に大きな負
担となっています。
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●
平
成
25
年
度
実
施
予
定
の

　

新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
を
検
討
中

●
平
成
22
年
５
月
に
成
立
し
た
肩
代
わ
り
法
案
で
、

　

健
保
組
合
は
さ
ら
に
ピ
ン
チ
へ

●
多
額
の
赤
字
を
解
消
す
る
に
は
、支
出
を
減
ら
す
努
力
を
し
、

　

最
後
に
健
康
保
険
料
を
引
き
上
げ

　

現
在
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
代
わ
る
新
た
な
高

齢
者
医
療
制
度
を
実
施
す
る

た
め
に
、
政
府
が
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
中
間
と
り
ま

と
め
で
は
、
75
歳
以
上
で
働

い
て
い
る
高
齢
者
と
そ
の
被

扶
養
者
は
そ
の
ま
ま
被
用
者

保
険
に
加
入
し
、
そ
れ
以
外

の
高
齢
者
は
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
と
い
う
枠
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
（
下
図
参

照
）。

　

そ
の
場
合
、
国
保
の
加
入

者
の
お
よ
そ
半
分
が
65
歳
以

上
に
な
る
見
通
し
で
、
費
用

負
担
は
ど
う
す
る
か
な
ど
、

問
題
は
山
積
み
で
す
。
健
保

組
合
が
負
担
す
る
費
用
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
比

べ
て
多
少
減
額
す
る
と
の
試

算
も
で
て
い
ま
す
が
、
実
際

に
は
制
度
の
詳
細
が
決
定
し

て
い
な
い
以
上
、
楽
観
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
る
収
入
減
、
高
齢

者
の
医
療
を
支
え
る
た
め
の
支
出
減
な
ど
が

原
因
で
、
協

会
け
ん
ぽ（
健

保
組
合
の
な

い
民
間
会
社

の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
や
そ
の
家

族
が
加
入
し

て
い
る
健
康

保
険
）
の
健

康
保
険
料
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
通

し
に
。
本
来
は
国
が
補
助
す
る
仕
組
み
で
し

た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
賄
い
き
れ
な
い
た
め
、

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
の
特

例
措
置
と
し
て
健
保
組
合
が
年
間
５
０
０
億

円
、
共
済
組
合（
公
務
員
が
加
入
す
る
組
合
）

が
３
５
０
億
円
を
負
担
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

①
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
、
健
康

増
進
に
役
立
つ
事
業
の
見
直
し

　

▪
各
種
健
診　

▪
保
養
施
設

　

▪
付
加
給
付　

な
ど

②
健
康
に
役
立
つ
情
報
、
医
療
費
を
下
げ

る
ヒ
ン
ト
な
ど
の
お
知
ら
せ

　

▪
広
報
誌　

▪
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

な
ど

③
無
駄
な
医
療
費
を
払
っ
て
い
な
い
か

　

チ
ェ
ッ
ク

　

▪
病
院
か
ら
の
請
求
書（
レ
セ
プ
ト
）

　

▪
医
療
費
通
知　

な
ど

協会けんぽの
財政不足分

年間 850 億円を補う

健保組合
国の肩代わり

500 億円

共済組合
国の肩代わり

350 億円支
出
を
増
や
さ
な
い
た
め
の
努
力

➡

健保組合の財政を
圧迫するさまざま
な要因で、平成22
年度は約3割の健
保組合が健康保険
料の引き上げを実
施することになり
ました。

最後の手段として
健保組合が行うの
が、健康保険料の
引き上げです。

※7月施行のため、平成22年は健保組合
　330億円、共済組合は230億円

後期高齢者医療制度

国　保 被用者保険

［加入する制度を年齢で区分］ ［加入する制度を年齢で区分しない］

（3,600万人） （7,400万人）

（健保組合・
共済組合など）

国　保 被用者保険

［  現 行 制 度  ］ ［  新   制   度  ］

保険料は世帯主が
まとめて納める

被扶養者は
保険料負担が
なくなる

1,200万人 200万人

75歳

1,400万人

新 制 度 の 基 本 的 枠 組 み
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■
一
般
被
保
険
者

…
…
…
平
成
23
年
3
月
分
健
康
保
険
料
よ
り

　
　
　（

4
月
徴
収
・
納
付
分
）

■
任
意
継
続
被
保
険
者

…
…
…
平
成
23
年
４
月
分
健
康
保
険
料
よ
り

　
　
　（

4
月
納
付
分
）

森
永
健
保
組
合
の
状
況

　
当
健
保
組
合
に
お
い
て
も
、
平
成
21
年
度
決
算

で
約
4
億
円
の
赤
字
と
な
り
、
平
成
22
年
度
見
込

で
は
４
億
円
以
上
の
赤
字
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

保
険
料
収
入
の
半
分
を「
み
な
さ
ん
の
医
療
費（
保

険
給
付
費
）」に
使
い
、
残
り
半
分
を「
高
齢
者
の

医
療
費（
納
付
金
）」
に
充
て
て
い
る
こ
と
か
ら
、

す
で
に
各
種
事
業
を
行
う
費
用
が
賄
え
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
は
別
途
積
立
金

を
取
り
崩
し
て
、
収
入
の
不
足
分
を
補
っ
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
22
年
度
末
は
別
途
積
立
金
が
6
億

円
台
ま
で
減
少
す
る
見
込
み
と
な
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
別
途
積
立
金
が
平
成
23
年
度
末
で
枯
渇
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
当
健
保
組
合

で
は「
平
成
22
年
度
健
保
財
政
健
全
化
検
討
委
員

会
」
を
3
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
、
財
政
立
て
直

し
を
図
る
た
め
、
平
成
23
年
度
以
降
、
以
下
の
よ

う
な
事
業
の
見
直
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
変
更
点

●
健
康
保
険
料
率
の
見
直
し

　
（
千
分
の
72
→ 

千
分
の
84
）

　

現
在
の
保
険
料
率
（
千
分
の
72
・
調
整
保
険
料
含
む
）
は
平
成
15
年
度
か
ら
8

年
間
維
持
し
て
き
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
以
上
の
別
途
積
立
金
の
取
り
崩
し
は
困

難
で
あ
る
た
め
、
平
成
23
年
度
か
ら
、
千
分
の
84
＊
に
引
き
上
げ
ま
す
。

＊
事
業
主
と
被
保
険
者
の
負
担
割
合
は
、別
途
労
使
協
議
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

実　
施　
時　
期

現行（千分の72）

変更（千分の84）

アップ分

協会けんぽ

平成21年度

平成22年度

平均月額保険料　約24,700円

平均月額保険料　約28,820円

約4,120円

平均保険料率

千分の82

千分の93.4

平均月額保険料で換算すると…

➡

➡

参考
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●
任
意
継
続
被
保
険
者
の
傷
病
手
当
付
加
金

　

お
よ
び
延
長
傷
病
手
当
付
加
金
の
廃
止

●
一
部
負
担
還
元
金
・
家
族
療
養
付
加
金
・
合
算
高
額
療
養

　

付
加
金
の「
自
己
負
担
限
度
額
」の
見
直
し

●
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
う
ち

　

事
業
主
負
担
額
の
見
直
し

　

平
成
19
年
4
月
の
法
改
正
に
よ
り
、
傷
病
手
当
金（
法
定
給
付
）

の
支
給
対
象
者
が
見
直
さ
れ
、
任
意
継
続
被
保
険
者
は
支
給
対
象

か
ら
外
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
健
保
組
合
で
は
法
改
正
後

も
任
意
継
続
被
保
険
者
を
傷
病
手
当
付
加
金
お
よ
び
延
長
傷
病

手
当
付
加
金
の
支
給
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
健
保
財
政
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

任
意
継
続
被
保
険
者
に
対
す
る
右
の
付
加
金
の
支
給
を
廃
止
し
ま
す
。

　

実
施
期
日
は
平
成
23
年
4
月
1
日
付
の
新
規
申
請
分
か
ら
と
し
、
現
在
、
給
付
受
給
者

は
期
間
満
了
ま
で
と
し
ま
す
。

　

現
在
の
当
健
保
組
合
の
赤
字
財
政
か
ら
み
て
、
厚
生
労
働
省
の
指
導
す
る
「
健
康
保
険

組
合
事
業
運
営
基
準
」
に
合
わ
せ
、
右
の
付
加
給
付
の
「
自
己
負
担
限
度
額
（
足
切
額
）」
を

２
万
円
か
ら
２
万
５
０
０
０
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

　

実
施
期
日
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日
の
実
診
療

分
か
ら
と
し
ま
す
。

　

健
保
組
合
が
取
り
組
ん
で
い
る
人
間
ド
ッ
ク
の
代
わ

り
に
事
業
主
が
行
っ
て
い
る
法
定
健
診
を
受
診
し
た
場

合
、
1
人
当
た
り
一
律
３
０
０
０
円
を
事
業
主
が
負
担
し

て
い
ま
す
が
、
実
際
は
４
２
０
０
円
～
1
万
５
０
０
円

の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
主
負
担
額

を
妥
当
な
金
額
で
あ
る
４
０
０
０
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

　

実
施
期
日
は
、
平
成
23
年
4
月
1
日
受
診
日
か
ら
と

し
ま
す
。

　

当
健
保
組
合
の
補
助
率
は
本
人
が

85
％
、
家
族
が
80
％
で
、
他
の
健
保
組

合
と
比
較
し
て
も
高
率
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
23
年

4
月
1
日
の
受

診
よ
り
補
助
率

を
一
律
70
％
と

し
ま
す
。

⃝
一
部
負
担
還
元
金

⃝
家
族
療
養
付
加
金

⃝
合
算
高
額
療
養
付
加
金

自
己
負
担
限
度
額

2
万
円 

→ 

2
万
5
千
円
へ
引
き
上
げ

➡

●
人
間
ド
ッ
ク
の

　

受
診
費
用
負
担
割
合
の

　

見
直
し

　
（
一
律
70
％
の
補
助
へ
）

■自己負担割合
現　行

変　更

アップ分

➡

被保険者（本人）

被保険者

被保険者

被扶養者（家族）

被扶養者

被扶養者

40,000円＊×15％＝6,000円

40,000円×30％＝12,000円

12,000円－6,000円＝6,000円

40,000円  ×20％＝8,000円

40,000円×30％＝12,000円

12,000円－8,000円＝4,000円

＊全国平均 1 人あたりの費用約 40,000 円を元に計算
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●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
促
進

●
健
保
職
員
の

　

体
制
の
見
直
し

●
山
中
湖
保
養
所
の

　

契
約
解
除

　

新
薬
（
先
発
薬
）
よ
り
も
価
格
が
安
く
済

む
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
に

向
け
て
、
シ
ス
テ
ム
の
活
用
、
被
保
険
者

へ
の
お
願
い
カ
ー
ド
等
の
再
配
布
と
周
知

を
行
い
、
薬
剤
費
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

　

現
在
、
単
年
度
契
約
を
し
て
い
る

山
中
湖
保
養
所
を
、
平
成
24
年
度
末

（
平
成
25
年
３
月
31
日
）
を
も
っ
て
、

契
約
解
除
し
ま
す
。

　

山
中
湖
保

養
所
の
契
約

解
除
に
伴

い
、
当
建
保

組
合
の
保
養

所
運
営
は
す

べ
て
終
了
し

ま
す
。

平
成
24
年
度
の
変
更
点

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
段
階
的
に
促
進

平
成
25
年
度
の
変
更
点

　

健
保
職
員
は
、
平
成
21
年
度
末
に

1
名
の
減
員
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

機
械
化
の
推
進
と
費
用
対
効
果
の
で

る
業
務
に
つ
い
て
外
部
委
託
や
繁
忙

期
の
派
遣
委
託
等
を
検
討
し
、
平
成

24
年
度
末
ま
で
に
1
名
の
減
員
を
図

り
ま
す
。

検討事項 効果額（千円） 備考

① 健康保険料率の見直し 700,000

② 人間ドック受診負担割合の見直し 29,779 平成21年度実績

③ 付加金「自己負担限度額（足切額）」の見直し 9,700 平成21年度実績

④ 任意継続被保険者の傷病手当付加金・延長傷病手当
付加金の廃止 7,331 平成21年度実績

⑤ 人間ドック適用事業所負担金の見直し 3,969 平成21年度実績

⑥ 健保職員体制の見直し 9,500 平成24年度以降

⑦ 山中湖保養所の契約解除 10,500 平成25年度以降

⑧ ジェネリック医薬品の促進 10,000 平成25年度までに段階的に促進する

合計 780,779

事業見直しの財政効果
このような事業の見直しをすることで、財政効果金額は以下の通りとなります。
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厚
生
労
働
省
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ

る
と
、「
腰
痛
」
は
自
覚
症
状
の
あ
る
人
の
率

（
有
訴
者
率
）で
男
性
１
位
、女
性
２
位
に
な
っ

て
い
ま
す
。
家
電
な
ど
が
普
及
し
て
、
昔
よ

り
腰
へ
の
負
担
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
は
ず

な
の
に
、
腰
痛
を
訴
え
る
人
が
多
い
の
は
ど

う
し
て
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

原
因
と
し
て
は
、
腰
を
支
え
る
腹
筋
と
背

筋
の
筋
力
不
足
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
筋
肉
が

弱
い
と
腰
の
骨
や
椎
間
板
、
靭
帯
、
筋
肉
に

負
担
が
か
か
り
、
炎
症
や
変
形
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

　

ま
た
、肥
満
も
原
因
の
１
つ
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
肥

満
率
）
が
高
い
ほ
ど
腰
痛
症
で
病
院
に
か
か

る
率
が
高
い
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

お
腹
の
脂
肪
に
よ
っ
て
姿
勢
が
悪
く
な
り
、

筋
力
は
弱
い
の
に
上
半
身
の
体
重
は
重
い
た

め
、
腰
へ
の
負
担
は
と
て
も
大
き
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

急
性
腰
痛
症
、
い
わ
ゆ
る
「
ぎ
っ
く
り
腰
」

も
中
高
年
に
限
ら
ず
よ
く
起
こ
り
ま
す
。
ま

ず
安
静
に
し
、
患
部
を
冷
や
し
ま
す
。
痛
く

な
い
姿
勢
が
見
つ
か
り
、
徐
々
に
痛
み
が
弱

ま
っ
て
く
る
場
合
に
は
、
あ
わ
て
て
受
診
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
安
静
に

し
て
も
痛
み
が
強
く
な
る
場
合
や
、
足
や
胸

な
ど
に
も
痛
み
が
あ
る
、
発
熱
や
嘔
吐
を
伴

う
、
尿
も
れ
や
血
尿
が
あ
る
な
ど
他
の
症
状

を
伴
う
場
合
に
は
、
重
篤
な
病
気
で
あ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
整
形
外
科
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　

日
頃
の
な
に
げ
な
い
姿
勢
や
ク
セ
が
腰
痛

を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
次
の
点
に
気
を

つ
け
て
生
活
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

に多い現代人
不 調

腰
痛

 

筋
力
不
足 

と 

肥
満 

が
招
く
現
代
病
。

日
本
人
が
訴
え
る
症
状
の
ト
ッ
プ
で
す
。

　選定議員および互選議員のご紹介（敬称略）

編入事業所
削除事業所

公 告

けんぽ
掲示板

⃝㈱リザンコーポレーション（平成22年10月1日付）
⃝㈱サンライズ（平成22年12月1日付）

●選定議員の退任と就任（平成22年8月16日付）

氏　名 役　職 所属事業所名理事会 組合会
退　任 湯谷　　太 理　事 議　員 森永乳業株式会社
就　任 加藤　厚司 理　事 議　員 森永乳業株式会社

●互選議員補欠選挙による就任（平成22年9月16日付）

氏　名 役　職 所属事業所名理事会 組合会
片岡　祐一 理　事 議　員 全森永労働組合
原田　佳尚 理　事 議　員 全森永労働組合
齋藤　　工 議　員 全森永労働組合
坂口　貴史 議　員 森永製菓株式会社
北島耕一朗 議　員 森永エンゼルデザート株式会社

（理事・議員任期：平成22年9月16日～平成24年6月15日）

●互選議員監事選挙による就任（平成22年10月1日付）

氏　名 役　職 所属事業所名理事会 組合会
齋藤　　工 監　事 議　員 全森永労働組合

（監事任期：平成22年10月1日～平成24年6月30日）

定期的な運動で筋
力アップを。ゴルフ・
テニスなど体をひ
ねる運動をする人
は、腰に負担がか
かるため前後のスト
レッチを念入りに。

⃝座っているときに、
背中が丸まってい
ないか、腰は前傾
しすぎたり反りすぎ
たりしていないか。

⃝長時間同じ姿勢を
とっていないか。

⃝同じ方の足ばかり
組んでいないか。

⃝前かがみで作業し
ていないか。

姿　勢

腰
痛
を
訴
え
る
人
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す

「
ぎ
っ
く
り
腰
」

…
他
の
症
状
を
伴
う
場
合
に
は
受
診
を

腰
痛
を
防
ぐ
生
活
は
…

運　動




